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文化の家のこれまで 
長久手市文化の家は、令和７年 1 月に改修工事のため、いったん閉館しますが、これを機会に改めて文

化の家のことを振り返ってみようと思います。 

開館したのは平成１０年（１９９８年）７月１５日。こけら落とし公演の「三番叟」と｢大下久見子＆

セントラル愛知交響楽団」のコンサートで幕を開けました。 
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フレンズ クリスマスコンサート     

 

うたごえフレンズ 
光のホールに歌声 

キーボード 本山ひふみさん 
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司会 水野さん スライド 北村さん 

LOVE 

マスクの中は笑顔です。 

☆ 

�
客
様
�
声 

☆ 

★いろいろな楽器のコラボが楽しかった。 

★ひと足早いクリスマスを堪能しました。 

★知っている曲が違うアレンジをしていて面白いと 

思いました。 

★普段ヴァイオリンを聴く機会がないので、生演奏 

が聴けて良かった。 

※文化の家工事中も福祉の家で開催する予定です。 

月はお休み 

２月７日(金)←お間違いなく  ３月６日(木) 
福祉の家 集会室 

午前１０時から 

１ 

熱演するメンバー ヴァイオリン 福田勝太  

ピアノ 大竹かな子 パーカッション 鈴木豊大 

ゲスト ヴァイオリン 山部里恵 バンドネオン 金子マイト 

KNOW 

 フレンズ恒例のクリスマスコンサートが、12 月 18 日 (水)に文化の家森

のホールで開催され、130 名余りのお客さまをお迎えしました。 

今回は前半、クラシックバンドの「LOVE KNOW」がヴァイオリンとピアノで

「エルダー/愛のあいさつ」「パガニーニ/カンタービレ」そして「クライスラ

ー/アレグロ」と名曲を演奏し、会場は美しいメロディーに包まれました。 

後半は休憩を挟んで「Are you reaｄｙ？！・・・」で始まる「学園天国」

にパーカッションも加わり森のホールはライブ会場に早変わり、大勢の観客

の手拍子が会場を盛り上げました。 

そして途中、ヴァイオリンの山部里恵さん、バンドネオンの金子マイトさん

がゲストで突然登場！またまた会場は手拍子や掛け声でいっぱいになり、

演奏も最高潮になりました。 

オリジナル曲に加え、「ベートーヴェン、ドボルザークの第九」や

「TSUKEMENの happyキッチン/BASARA/KYOSAKU」「葉加瀬太郎の博

士ちゃん/情熱大陸」などは、さまざまなアレンジの変化に富んだ演奏で観

客を楽しませました。 

フィナーレは「きよしこの夜」と「オー・シャンゼリゼ」をメンバーが歌いなが

ら会場を周り、笑顔の中クリスマスライブは幕を閉じました。 

福祉の家 集会室 

午前１０時から 
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長久手市在住 ピアノ女子 

「トラブルシューティング」の話 

長久手市くらし文化部 生涯学習課 石野 俊匡 

『猫のエース』くんは交通事故で後ろ脚が壊死し 

殺処分の直前に保護された。 

今は里親さんのもと、前脚だけで元気に走り回り 

いつも、まんまるお目目が輝いている。 

私も、失った物に心をとらわれず 

この子のように 

いつも目を輝かせて生きていきたいものだ。  み 


